
 

日
本
の
世
界
遺
産
め
ぐ
り  

そ
の
十
九 

明
治
の
産
革
遺
産
⑤ 

（
文
化
遺
産
） 

   
（
文
化
遺
産
） 

  
 

 

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

雑
記
帳 

キ
ッ
チ
ン 

 

栗
本
礼
子 

 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
係
員
・
飯
島

ま
で 

山
形
県
生
ま
れ
の
義
母
が
良

く
「
も
う
そ
う
汁
」(

＊)

を
作

っ
て
く
れ
ま
す
。
竹
の
子
を

厚
揚
げ
と
一
緒
に
、
味
噌
と

酒
か
す
で
煮
た
も
の
で
す
。

酒
か
す
が
苦
手
な
私
は
、
以

前
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
今
年
は
何

故
か
と
っ
て
も
美
味
し
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
年
齢
と
と

も
に
味
覚
も
変
わ
っ
て
き
た

の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
か
ら

も
旬
の
食
材
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
勿
論
、
ご
利

用
者
様
へ
の
昼
食
に
も
旬
の

味
覚
を
お
届
け
出
来
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

年
を
記
念
し
て
、
三
菱
造
船

（
当
時
）
か
ら
長
崎
市
に
寄
付

さ
れ
た
。
昭
和
四
十
二
年
度

に
修
理
が
完
了
し
、
明
治
二

十
年
代
の
姿
に
復
元
さ
れ
て

い
る
。 

当
住
宅
は
創
建
以
来
た
び

た
び
増
改
築
を
経
て
い
る
。

創
建
当
時
の
平
面
は
、
客
用

寝
室
と
応
接
室
部
分
を
含
む

Ｌ
字
形
平
面
の
小
規
模
な
も

の
で
、
本
格
的
な
住
宅
と
い

う
よ
り
は
高
台
の
応
接
所
と

い
う
感
じ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

創
建
後
し
ば
ら
く
し
て
北
東

の
大
食
堂
部
分
が
増
築
さ
れ
、

さ
ら
に
建
物
北
側
の
温
室
部

分
や
、
客
用
寝
室
の
東
に
位

置
す
る
子
供
室
な
ど
が
明
治

二
十
年
ご
ろ
ま
で
に
増
築
さ

れ
た
。
設
計
者
は
不
明
だ
が
、

前
述
の
文
久
三
年
の
墨
書
に

「
吉
無
田
熊
市
」「
柴
崎
茂
吉
」

と
い
う
日
本
人
名
が
あ
り
、 

来
る
だ
け
周
り
に
迷
惑
を
か

け
な
い
こ
と
を
心
が
け
よ
う
。

そ
し
て
せ
め
て
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で
、
東
京
に
大
地

震
が
来
な
い
こ
と
を
祈
ろ
う
。

 
 
 
 

（
や
ぶ
に
ら
み
） 

 
 
 
 

今
年
は
丙
申
で
相

克
、
火
が
金
を
溶

か
す
年
と
か
。
年

頭
か
ら
起
っ
た

様
々
な
事
か
ら
五

月
の
サ
ミ
ッ
ト
に

何
か
起
ら
な
け
れ 

ば
良
い
が
と
、
思
っ
て
い
た

が
、
そ
の
前
に
火
の
国
熊
本

に
震
度
７
と
い
う
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
大
地
震
が
起
き

て
し
ま
っ
た
。 

一
ヶ
月
半
が
経
っ
た
今

も
、
不
自
由
な
避
難
生
活
を

さ
れ
る
被
災
者
に
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
暑
い
夏
を
迎
え
る
前
に

住
環
境
が
改
善
さ
れ
る
事
を

切
に
祈
り
た
い
。 

 

そ
の
数
日
後
起
き
た
南
米 

エ
ク
ア
ド
ル
の
地
震
の
死
者

は
五
〇
〇
名
と
も
報
道
さ
れ

た
が
、
地
震
の
規
模
の
割
に

亡
く
な
ら
れ
た
方
が
少
な
か

っ
た
の
は
奇
跡
的
だ
。 

今
か
ら
三
十
年
近
く
前
、

母
校
同
窓
会
の
「
ア
メ
リ
カ

西
海
岸
旅
行
」
に
参
加
し
た

時
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で

日
本
の
震
度
３
位
の
地
震
に

遭
遇
し
た
。
環
太
平
洋
火
山

帯
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の

太
平
洋
側
も
、
地
震
の
多
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
時
同

行
の
大
学
教
授
が
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
に
は
有
名
な
サ
ン

ア
ン
ド
レ
ア
ス
断
層
と
い
う

南
北
に
千
三
百
㎞
に
も
伸
び

る
断
層
が
あ
り
、
毎
年
少
し

ず
つ
動
く
の
で
地
震
が
多
い
。 

５
月
度
行
事
の
結
果 

１
８
日
（
水
）
池
袋
メ
ト
ロ 

ポ
リ
タ
ン
「
桂
林
」
に 

て
、
１
８
名
の
参
加
。 

ラ
ン
チ
コ
ー
ス
を
食
べ 

ま
し
た
。 

         

２
０
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ
バ

ン
バ
ン
に
て
。
８
名
の
参

加
。 

６
月
度
の
予
定 

１
７
日
（
水
）
麻
雀
大
会 

１
９
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ 

 
 

 
 

（
事
務
局
長
） 

人
ら
と
も
関
係
が
深
か
っ
た
。

親
日
家
で
あ
っ
た
グ
ラ
バ
ー

は
日
本
人
女
性
ツ
ル
を
妻
と

し
、
明
治
四
十
四
年
に
没
す

る
ま
で
日
本
に
と
ど
ま
っ
た
。

旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅
は
、
南
山

手
の
丘
上
の
見
晴
ら
し
の
よ

い
地
に
建
つ
。
グ
ラ
バ
ー
が

文
久
元
年(

一
八
六
一
年)

に

こ
の
地
（
南
山
手
三
番
地
）
を

借
地
し
た
記
録
が
あ
り
、
住

宅
は
修
理
時
に
発
見
さ
れ
た

墨
書
か
ら
文
久
三
年(

一
八
六

三
年)

の
建
築
と
判
明
す
る
。

日
本
に
現
存
す
る
木
造
洋
館

と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
あ

る
。
グ
ラ
バ
ー
の
死
後
は
、

庶
子
で
跡
継
ぎ
と
な
っ
た
倉

場
富
三
郎
が
家
主
と
な
る
が
、

昭
和
十
四
年
、
三
菱
重
工
業

長
崎
造
船
所
が
当
住
宅
を
取

得
す
る
。
そ
の
後
、
太
平
洋

戦
争
終
結
後
は
一
時
接
収
さ

れ
て
進
駐
軍
の
宿
舎
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
昭
和
三
十

二
年
、
造
船
所
の
創
業
百
周 

グ
ラ
バ
ー
園 

長
崎
県
長

崎
市
南
山
手

町
に
あ
る
観

光
施
設
。
安

政
六
年(

一

八
五
九
年)

の
長
崎
開
港

後
に
長
崎
に

来
住
し
た
イ

ギ
リ
ス
人
商

人

グ

ラ

バ

ー
、
リ
ン
ガ

ー
、
オ
ル
ト

の
旧
邸
が
あ

っ

た

敷

地

に
、
長
崎
市

内
に
残
っ
て

い
た
歴
史
的

建
造
物
を
移 
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築
し
て
い
る
。
世
界
遺
産
「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産 

製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭

産
業
」(

全
二
十
三
資
産)

の
構

成
資
産
で
あ
る
旧
グ
ラ
バ
ー

住
宅
な
ど
の
洋
風
建
築
が
あ

る
。
二
〇
〇
四
年
十
月
一
日

～
二
〇
〇
七
年
九
月
三
十
日

の
間
、
長
崎
市
民
は
無
料
で

入
場
で
き
た
が
、
二
〇
〇
七

年
十
月
一
日
よ
り
市
民
も
通

常
料
金
が
必
要
に
な
っ
た
。 

旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅 

木
造
平
屋
建
、
屋
根
は
多

角
形
の
寄
棟
造
、
桟
瓦
葺
き
、

建
築
面
積
５
１
０
．
８
㎡
。

附
属
屋
は
木
造
平
屋
建
、
桟

瓦
葺
き
、
建
築
面
積
面
積
１

２
９
．
２
㎡
。
居
住
者
の
ト

ー
マ
ス
・
ブ
レ
ー
ク
・
グ
ラ

バ
ー
は
、
安
政
六
年
の
長
崎

開
港
直
後
に
来
日
。
グ
ラ
バ

ー
商
会
を
設
立
し
て
茶
や
絹

の
輸
出
と
船
舶
・
武
器
の
輸

入
に
従
事
し
、
薩
摩
藩
、
長

州
藩
や
後
の
明
治
政
府
の
要 

 

グ
ラ
バ
ー
の
指
示
の
も
と
、

日
本
人
が
施
工
し
た
と
み
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
隣
接
地

に
建
つ
オ
ル
ト
住
宅
と
の
類

似
か
ら
、
施
工
者
は
同
住
宅

と
同
じ
く
小
山
秀
之
進
で
あ

る
可
能
性
も
あ
る
。 

 

だ
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

市
街
地
の
住
宅
は
、
長
屋
造

り
に
改
造
さ
れ
、
地
震
に
耐

え
ら
れ
る
様
に
造
ら
れ
て
い

る
。
地
溝
帯
も
あ
る
の
で
未

来
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
半
島

は
島
と
な
る
だ
ろ
う
。
日
本

に
も
、
九
州
に
熊
本
か
ら
別

府
に
か
け
て
地
溝
帯
が
あ
り
、

九
州
は
い
つ
か
南
北
二
つ
の

島
に
分
か
れ
る
だ
ろ
う
、
と

話
し
て
下
さ
っ
た
。 

と
て
も
信
じ
難
い
話
だ
っ

た
が
、
今
度
の
地
震
は
現
実

を
物
語
る
。日
本
に
住
む
我
々

は
地
震
か
ら
逃
れ
よ
う
も
な

い
。
我
ら
利
用
者
世
代
は
、

い
つ
地
震
が
来
て
も
慌
て
な

い
心
構
え
と
備
え
で
、
出
来 

＊山形県庄内地方 
の郷土料理 

孟宗汁（もうそう汁） 
 
 
 

 

す
が
す
が
し
い
若
葉
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。 

春
と
い
え
ば
、
せ
り
、
三

つ
葉
、
竹
の
子
、
ふ
き
の
と

う
等
、
様
々
な
野
菜
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。
中
で

も
我
が
家
で
は
竹
の
子
が
大

好
物
で
す
。 

竹
の
子
を
使
っ
た
料
理
で 

旧
グ
ラ
バ
ー
邸 

 
 

 

トーマス・

ブレーク・

グラバー 

  
 

 
 

 
       

世評・時評 
 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

あおい 通信 第 133号 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 



 

 

な
ん
で
も
落
語
講
座
・
四 

（
終
編
） 

絹
田 

治
夫 

右
脚
の
シ
ビ
レ
が
あ
り
、勿
論
、

車
椅
子
通
所
で
、
後
に
歩
行
器

や
杖
の
世
話
に
な
り
、
家
族
を

は
じ
め
大
勢
の
方
々
に
大
変

心
配
と
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し

た
。 現

在
は
ラ
ジ
オ
体
操
に
も

復
帰
し
、
早
朝
の
五
時
半
に
大

好
き
な
近
く
の
文
理
台
公
園

に
毎
日
出
か
け
ま
す
。
先
ず
は

鉄
棒
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
を
使

い
、
自
分
な
り
の
モ
ー
ニ
ン
グ

ス
ト
レ
ッ
チ
（
八
種
目
）
で
身

体
を
充
分
ほ
ぐ
し
た
後
に
、
公

園
内
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま

す
。 四

季
折
々
の
素
晴
ら
し
い

花
鳥
風
月
、
爽
や
か
な
涼
風
、

新
緑
の
香
り
、
豊
か
な
空
気
を

い
っ
ぱ
い
吸
い
な
が
ら
の
日
光

浴
は
、
最
高
の
自
然
の
贈
り
物

と
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
る
日
に
珍
し
い
四
葉
の
ク
ロ

ー
バ
ー
を
見
つ
け
、
幸
せ
を
呼

ぶ
、
と
何
か
良
い
事
あ
り
そ
う

と
期
待
し
て
い
た
ら
、
会
社
の 

自
画
像 

 

介
護 

遠
藤 

麻
美
子 

『
主
な
特
色
』
平
成
八
年
に
オ

ー
プ
ン
。
毎
月
一
日
～
一
五

日
に
は
、
落
語
芸
術
協
会
の

定
席
が
催
さ
れ
て
い
る
。 

【
お
江
戸
日
本
橋
亭
】 

中
央
区
日
本
橋
三
‐
一
‐
六 

日
本
橋
永
谷
ビ
ル
１
Ｆ 

毎
月
二
十
一
日
～
二
十
七
日

ま
で
の
平
日
に
落
語
芸
術
協

会
の
定
席
が
開
催
さ
れ
る
。 

定
席
以
外
で
は
、
予
約
す
れ

ば
一
般
で
も
伝
統
芸
能
の
発

表
の
場
と
し
て
使
用
可
能
。 

こ
れ
で
今
回
は
お
終
い
で
す
。 

落
語
百
選
Ｄ
Ｖ
Ｄ
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
よ
り
一
部
抜
粋
。 

ふ
わ
ふ
わ
亭
、
わ
び
助 

都
内
の
寄
席
を
紹
介
し
ま

す
。
自
分
の
好
み
に
合
わ
せ

て
手
軽
に
楽
し
め
る
処
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分

に
適
し
た
寄
席
を
探
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。 

【
黒
門
亭
】 

台
東
区
上
野
一
‐
九
‐
五 

落
語
協
会
２
Ｆ 

毎
週
、
金
曜
夜
席
。
土
曜
昼

席
、
夜
席
。
日
曜
昼
席
。 

『
主
な
特
色
』
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
料
金
で
落
語
を
楽
し
め
る

の
が
魅
力
。
二
ッ
目
の
勉
強

会
や
、
若
手
真
打
を
中
心
と

し
た
番
組
編
成
で
す
。 

【
お
江
戸
上
野
広
小
路
亭
】 

台
京
区
上
野
一
‐
二
十
‐
十 

上
野
永
谷
ビ
ル 

『
都
内
主
な
演
芸
場
』
の
続
き 

【
国
立
演
芸
場
】 

創
立
昭
和
五
十
四
年
。 

千
代
田
区
隼
町
四
‐
一 

『
主
な
特
色
』
落
語
は
上
席
、

中
席
開
催
で
、月
に
よ
っ
て
下

席
も
あ
る
演
芸
場
。 

日
本
古
来
の
伝
統
芸
能
の
保

存
・
振
興
の
為
に
国
が
建
設

し
、独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術

文
化
振
興
会
が
運
営
し
て
い

る
。
座
席
数
、
三
百
席
。 

な
お
、
最
近
は
落
語
ブ
ー

ム
に
乗
っ
て
寄
席
は
一
時
期

よ
り
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

常
会
話
す
ら
満
足
に
で
き
な

い
語
学
力
の
不
安
よ
り
も
、

外
国
に
行
け
る
こ
と
へ
の
喜

び
が
勝
っ
た
の
で
あ
る
。
計

画
を
進
め
る
う
ち
に
語
学
力

不
足
の
不
安
は
募
る
一
方
だ

っ
た
の
だ
が
、
意
地
と
開
き

直
り
で
通
訳
は
つ
け
な
い
こ

と
に
し
た
。 

先
輩
諸
氏
か
ら
は
信
用
あ

る
ホ
テ
ル
を
選
ぶ
こ
と
、
一

ゕ
所
に
三
～
四
泊
す
る
こ
と

を
勧
め
ら
れ
、
旅
行
会
社
に

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ロ
ー
マ
、
パ

リ
、
ロ
ン
ド
ン
に
宿
泊
ホ
テ

ル
を
頼
ん
だ
。
そ
れ
以
外
は

現
地
処
理
す
る
こ
と
と
腹
を

く
く
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
成
田
空
港
で
出
国
手
続

き
に
向
か
う
際
、
日
本
を
離

れ
る
こ
と
へ
の
不
安
が
一
気

に
体
中
を
駆
け
巡
り
、
何
と

も
情
け
な
い
限
り
で
あ
っ
た
。

案
の
定
、
旅
行
中
に
お
け
る

言
葉
の
壁
は
如
何
と
も
し
が

た
く
、
短
い
や
り
取
り
で
も

身
振
り
手
振
り
を
駆
使
し
冷

や
汗
の
連
続
で
あ
っ
た
。 

多
く
の
失
敗
を
重
ね
な
が 

旧
友
か
ら
食
事
の
誘
い
の
朗

報
が
あ
り
、
次
月
一
九
日
上

野
銀
座
ラ
イ
オ
ン
で
三
人
で

の
会
食
を
す
る
予
定
で
、
今

か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

体
操
は
現
在
六
～
七
十
名

位
の
メ
ン
バ
ー
と
六
時
十
分

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
最
初
は
モ

ー
ニ
ン
グ
ス
ト
レ
ッ
チ
、
練

功
十
八
法
（
前
段
と
後
段
）

を
し
て
、
メ
イ
ン
の
ラ
ジ
オ

体
操
（
第
一
と
第
二
）、
み
ん

な
の
体
操
、
中
国
体
操
、
益

気
功
（
五
套
、
六
套
、
七
套
、）、

市
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
体
操
等
、

盛
り
沢
山
の
メ
ニ
ュ
ー
を
毎

日
組
み
替
え
な
が
ら
正
味
三

十
五
分
間
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
と
一
緒
に
朝
の

挨
拶
に
始
ま
っ
て
い
い
汗
を

か
き
な
が
ら
の
交
流
は
、
良

い
毎
日
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ス
ト
レ
ス
も
溜
ま
り
ま
せ
ん
。 

文
理
台
公
園
の
体
操
会
に

は
妻
に
誘
わ
れ
て
現
役
の
頃 

平
成
六
年
に
入
会
し
、
平
成 

六
月
（
水
無
月
）
は
雨
の

多
い
梅
雨
の
月
で
す
。
鬱
陶

し
い
雨
が
降
り
続
い
て
暗
い

日
が
続
き
ま
す
が
、
そ
れ
で

な
く
て
も
老
い
の
私
達
に
と

っ
て
雨
は
心
を
暗
く
さ
せ
ら

れ
て
仕
舞
う
の
で
す
。
毎
日

雨
ば
か
り
続
い
た
ら
ど
う
仕

様
、
足
元
の
お
ぼ
つ
か
な
い

私
達
は
、
外
へ
も
出
ら
れ
ず

燦
々
と
輝
く
陽
の
光
を
待
つ 

て
下
さ
い
。
良
く
見
る
と
小 

さ
い
花
が
沢
山
集
ま
っ
て
大

き
い
毬
に
な
っ
て
咲
い
て
い

る
の
が
解
り
ま
す
。
皆
が
一

つ
に
な
る
と
あ
ん
な
に
も
優

し
い
美
し
い
花
に
な
る
の
で

す
。
葵
の
お
世
話
に
な
っ
て

居
る
私
達
も
、
何
が
し
か
の

ご
縁
が
有
っ
て
お
逢
い
出
来

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
人
生

幸
せ
な
日
ば
か
り
で
は
有
り

ま
せ
ん
。
晴
れ
や
か
な
日
を

沢
山
経
験
な
さ
っ
て
居
ら
れ

て
も
、
ま
た
雨
の
日
も
あ
る

の
で
す
。 

あ
お
い
俳
壇
・
歌
壇 

咲
き
満
つ
る 

花
に
誘
わ
れ 

朗
々
と 

う
た
わ
る
る
謡
曲 

心
清
し
も 

夕
か
げ
に 

花
咲
き
垂
る
る 

神
々
し 

折
し
も
謡
曲 

一
曲
を
賜
ぶ 

三
木 

美
和 

降
り
し
き
る 

雨
の
窓
辺
の 

シ
ク
ラ
メ
ン 

遊
歩
道 

見
上
げ
見
お
ろ
し 

桜
が
り 

相
田
美
代
子 

一
人
見
る 

テ
レ
ビ
あ
な
た
も 

今
頃
は 

一
人
わ
た
し
と 

あ
な
た
は
一
人 

福
山 

淳
一 

す
。
成
る
べ
く
多
く
の
人
と

話
を
し
ま
し
ょ
う
。
日
常
の

お
喋
り
を
す
る
の
で
す
。
ま

た
、
人
の
話
を
聞
い
て
上
げ

て
下
さ
い
。
言
葉
を
交
わ
す

と
心
が
開
き
ま
す
。
つ
い
で

に
笑
顔
に
な
れ
れ
ば
楽
し
く

成
れ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。 

心
の
憂
さ
を
晴
ら
す
の
は

工
夫
次
第
で
す
。
お
喋
り
す

る
事
笑
う
事
そ
れ
で
皆
仲
良

く
一
緒
に
梅
雨
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。 

六
月
は
紫
陽
花
が
満
開
で

す
。
雨
の
日
の
雨
に
濡
れ
て

一
段
と
綺
麗
な
紫
陽
花
を
見 

先
月
四
月
末
で
一
階
の
デ

イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
「
か
た
か

ご
の
花
」
を
卒
業
さ
せ
て
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
一
月
か
ら
五

年
三
ヶ
月
の
長
い
間
大
変
お

世
話
に
な
り
、
お
陰
様
で
ど

う
に
か
日
常
生
活
が
出
来
る

ま
で
回
復
し
ま
し
た
。
こ
れ

も
一
重
に
多
く
の
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
の
手
厚
い
介
護
と
、

適
切
な
ご
指
導
を
受
け
な
が

ら
の
リ
ハ
ビ
リ
に
専
念
出
来

た
賜
と
思
い
ま
す
。
卒
業
に

際
し
て
は
嬉
し
い
お
褒
め
の

お
言
葉
や
心
温
ま
る
励
ま
し

の
書
い
た
メ
ッ
セ
―
ジ
を
、

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
い
た

だ
き
感
謝
感
激
し
て
い
る
次

第
で
す
。
心
か
ら
厚
く
御
礼

を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

当
初
は
言
語
障
害
と
右
手 

ら
も
何
と
か
成
田
に
戻
っ
て

き
た
と
き
の
安
堵
感
は
今
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
緊
張
感

に
包
ま
れ
た
初
め
て
の
海
外

旅
行
は
、
い
ま
だ
に
し
っ
か

り
記
憶
に
残
っ
て
い
て
、
旅

行
中
の
恥
ず
か
し
い
行
状
に

つ
い
て
は
別
の
機
会
に
と
思

っ
て
い
る
。 

の
で
す
が
、
で
も
梅
雨
も
無

く
て
は
為
ら
な
い
天
か
ら
の

思
し
召
し
な
の
で
す
。
負
け

る
訳
に
は
行
き
ま
せ
ん
。 

水
無
月
を
少
し
で
も
有
意
義 

に
過
ご
す
工
夫
を
仕
様
で
は

有
り
ま
せ
ん
か
、
そ
れ
に
は

先
ず
何
と
言
っ
て
も
笑
顔
で

す
。
暗
い
日
ほ
ど
明
る
く
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
下
さ
い
。

（
に
が
い
）
顔
を
捨
て
る
練
習

を
し
ま
し
ょ
う
。「
馬
鹿
々
々

し
い
く
だ
ら
な
い
」
と
お
っ

し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
大
き
な
声
で
挨
拶
で
す
。

そ
れ
で
も
う
笑
顔
に
な
れ
ま 

七
年
が
十
周
年
、
平
成
十
七

年
が
二
十
周
年
、
昨
年
に
創

立
三
十
周
年
と
三
回
の
節
目

毎
の
記
念
式
典
に
出
席
さ
せ

て
頂
き
、
こ
の
上
な
い
幸
せ

者
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 続く 

 

私
は
こ
ん
な
風
に
思
い

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

自
分
は
十
セ
ン
チ
幅
の
平
均

台
の
上
を
歩
い
て
い
る
、
余

計
な
事
を
考
え
て
い
た
ら
落

ち
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
「
今
」

を
大
事
に
し
よ
う
。
た
っ
た

今
こ
の
時
を
皆
様
と
お
話
し

し
た
り
、
笑
っ
た
り
。
未
熟

な
私
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

初
め
て
の
海
外
旅
行 

早
野 

浩 

三
十
数
年
前
の
こ
と
。
上 

司
か
ら
「
一
人
旅
に
な
る
が

海
外
へ
い
っ
て
み
な
い
か
」

と
声
が
か
か
り
、
一
も
二
も

な
く
同
意
し
た
。
渡
航
期
間

は
二
週
間
程
度
、
航
空
券
以

外
の
費
用
や
旅
程
の
計
画
は

自
前
と
の
条
件
が
付
い
た
が
、

一
人
で
行
動
す
る
こ
と
や
日 

       

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

エ
イ
ジ
ン
グ
を 

楽
し
む
余
裕
を
持
と
う 

増
田
義
雄 

  

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

 

水
無
月 
額
田
美
保 

   


